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　はじめに：






































　2003 年の東海・東南海地震を想定したものと 2012 年 8 月の南海トラフ巨大地震想定という二
つの想定の比較，および，東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）との比較を見てみよう．以下
















































































　大学の美浜キャンパスが位置する美浜町奥田の周辺地域には，2,000 人余りの住民と 2,000 人
表 2　南海トラフ巨大地震　原因別　想定死者数
　 建物倒壊等 急傾斜地崩壊 火　災 浸水・津波 合　計
半田市 700 ＊ 200 40 1,000
常滑市 400 ＊ 100 600 1,100
東海市 200 ＊ 30 60 300
武豊町 300 ＊ 50 50 400
阿久比町 100 ＊ 20 ＊ 200
南知多町 500 ＊ 200 1,700 2,300
美浜町 300 ＊ 100 200 600
名古屋市 2,100 10 200 2,300 4,600
表 3　南海トラフ巨大地震　家屋全壊・焼失数
　 揺　れ 液状化 崖崩壊 火　災 浸水・津波 合　計
半田市 11,000 90 10 5,100 ＊ 16,000
常滑市 6,000 100 30 3,000 200 9,300
東海市 4,000 100 10 2,500 100 6,800
武豊町 4,700 100 ＊ 1,300 ＊ 6,100
阿久比町 2,200 10 10 600 ＊ 2,800
南知多町 7,300 30 50 1,100 800 9,000
美浜町 5,100 100 10 1,000  50 6,300
名古屋市 34,000 8,900 50 24,000 600 67,000
表 4　南海トラフ巨大地震　最大津波高さ　津波到達時刻
　 津波高さ 津波到達時刻
半田市 4 ｍ 74 分
常滑市 6 ｍ 64 分
東海市 5 ｍ 101 分
武豊町 4 ｍ 66 分
阿久比町 － －
南知多町 10 ｍ 37 分
美浜町 7 ｍ 55 分
名古屋市港区 5 ｍ 102 分















































県女川町では死者全体の 15.6％，南三陸町では 13.3％に達した．60 歳以上の死者が 65％であったこ
とを考えると，高齢者と障碍者で死者の多くを占めたのである．
　世の中に，避難用防災グッズのセットが売られている．水と食料を持って逃げるという．しか
し，一日 3 リットルの水を 3 日分（内閣府の最終報告書は，1 週間は自分たちで生き延びてほし
いと述べているから，3 リットル× 7 日分で 21 リットル（つまり 21 キロ）を担いで逃げるのだ
ろうか．山の上か，高いところにある一次避難所に逃げ，津波がおさまるまでの最低 6 時間はそ
こで避難するとして，私たちは巨大なリュックを背負って「自立」した避難者にならねばいけな
いのか．山の上の一次避難所や，大学に設置される二次避難所に予め水や食料，医薬品などの備
蓄を備えておけば，身軽に逃げることができる．そうであれば，互いを手助けする余裕も生まれ
る．障碍学生も，他の障碍学生の安否を確認しながら逃げることができるだろう．障碍学生はど
こに自分の友人が住んでいるか，健常者の学生よりも詳しいはずである．それは，歩行が困難な
高齢者も，身軽に避難できるなら，同じような高齢者の情報を周りに伝えることができるだろ
う．
　私たちは，今この時点で災害が起きたとして，どこに，誰と逃げることができるか，確信を
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持って言えるだろうか．もしそれがあやふやであるなら，私たちは何もしていないことになる．
　日々の仕事の中で，今は忙しいのです，と災害への備えを怠ることが当然という中で，私たち
はあの東日本大震災と同じことを繰り返すことになる危険があることを直視する勇気を待つ必要
がある．
　4． リアリティのある防災訓練へ
　7 割余の家々が倒壊や焼失で被害を受けると予想される美浜町にあって，私たちは安全な丘の
上から眺める視点では，災害は見えてこない．海岸沿いの家々で暮らす地域の人びとや学生たち
の視点でこの災害を見る必要がある．
　いざという時に，役に立つ防災・避難訓練とはどういうものであろうか．個人として，倒れ掛
かるタンスや本棚の下敷きにならないよう身の回りを見直しておくことは不可欠だが，地域とし
て私たちが備えるべきことは，あそこなら安全という避難場所を確保しておくこと，そしてそこ
へ至るルートを震度 7 の大揺れの後でも確保しておくこと，さらには，津波にも浚われることの
ない場所に，地域の災害対策本部を用意し，みんながそこを知っていること．そして，救護所と
救護班を確保しておくこと．後は，みんなの知恵で生き延びる工夫をしていくことが残ってい
る．
　「釜石の奇跡」と呼ばれる釜石市の小学校・中学校の子どもたちが災害の中で実行した 3 原則
つまり，1）想定にとらわれるな，2）最善を尽くせ，3）率先避難者たれ（群馬大学の片田敏孝
教授の提起しているもの）は，マニュアルや想定の通りに災害が起きると思ってはいけない，そ
の時その場で，自分の最善を尽くして考え行動すること，そして誰よりも先に逃げることで，動
かない人たちが動くように努めることを，防災・避難訓練の際に実践することが，まさに防災・
避難訓練となることを試す必要がある．初めから百パーセントできることは訓練する必要もない
ことであるからである．やったことのないマニュアルは，いざという時，何の役にも立たないこ
とを私たちは東日本大震災で学んだはずである．南海トラフ地震が発生したときは，役場はそれ
ぞれの地域に救援に入ることはできないと考えて，それぞれの地域で対応を考えてほしいという
明確な指示があることを受けて，私たち大学の人間も，自分たちの最善を尽くす準備に入りたい
ものである．
　自宅から，最短距離のルートで第一避難所へ避難する訓練ではなく，各所に「この先道路崩壊
につき迂回してください！」「この先延焼中，進めません，迂回してください！」という緊急掲
示を出して，災害時のリアリティに近い訓練を行うことが望まれる．そして，携帯電話を使用で
きないという条件の中で，避難所間の連絡や，行政との連絡，救護所との連絡をどのような手段
で行うのかをリアルに試してみる必要がある．私のような人工透析患者や介護を必要とする人び
とは，第一第二避難所から，どのように安全が確保される福祉避難所に移動できるのかも試して
みる必要がある．決して，日常の延長上に「防災訓練」を行ってはならないのである．
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　それが，「ひと様の子どもたち」を預かる大学の当然の責務であり，またソーシャルなワーク
を基本理念とする本学にとって，卒業生の多くが対人業務に進むことを考えれば，災害にきちん
と備えることは，不可欠・不可避の教育課題である．女川町や南三陸町の厳しい事例を学べぬな
ら，本学の真価そのものが問われることになるからである．学生教職員共に，地域の方たちと力
と工夫を合わせて，すべての人々が生き延びる道を探していきたい．
